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パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
に
お
け
る

パ
リ
公
立
病
院
連
合（
A
P
H
P
）と

S
A
M
U
の
対
応

横
浜
市
立
大
学
大
学
院
医
学
研
究
科
教
授
　
　
　
森
村
　
尚
登
氏

　
2
0
1
5
年
1
月
と
11
月
に
起
こ
っ
た
パ

リ
同
時
多
発
テ
ロ
事
件
に
お
け
る
救
急
医
療

対
応
に
つ
い
て
、
パ
リ
デ
カ
ル
ト
大
学
救
急

医
学
教
授
・
公
立
救
急
医
療
支
援
組
織

（Services d’
A
ide M

edicale 
Urgente

：
S
A
M
U
〈
サ
ミ
ュ
〉）
パ
リ

本
部
長
の
ピ
エ
ー
ル
・
カ
ル
リ
教
授
か
ら
情

報
提
供
を
受
け
る
機
会
を
得
た
。
そ
の
内
容

は
、
20
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
控
え
る
本
邦
に
お
い
て
検
討
す
べ

き
重
要
な
課
題
を
包
含
し
て
お
り
、
従
来
の

災
害
医
療
対
応
計
画
の
実
効
性
を
高
め
る
情

報
と
考
え
、
以
下
に
報
告
す
る
。

パ
リ
の
救
急
災
害
医
療
体
制
の
概
要

　
テ
ロ
に
係
る
報
告
に
先
立
ち
、
そ
の
対
応

に
つ
い
て
理
解
の
一
助
に
な
る
と
思
わ
れ
る

の
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
救
急
災
害
医
療
シ
ス
テ

ム
の
概
要
を
紹
介
す
る
（
図
1
）。
同
国
の

病
院
前
救
急
医
療
は
、
S
A
M
U
が
中
心
と

な
っ
て
消
防
機
関
連
携
の
下
で
体
系
化
さ
れ

て
い
る
。
S
A
M
U
は
国
全
体
の
シ
ス
テ
ム

で
、
1
9
8
6
年
以
降
設
立
さ
れ
た
公
的
組 森村尚登氏

織
で
あ
る
。
本
邦
の
1
1
9
番
に
あ
た
る
ア

ク
セ
ル
コ
ー
ル
ナ
ン
バ
ー
は
S
A
M
U
が
15

番
、
消
防
（
火
事
・
救
助
な
ど
）
が
18
番
で

あ
る
。
S
A
M
U
は
市
民
や
関
連
諸
機
関
か

ら
コ
ー
ル
を
受
け
て
、
生
命
危
機
を
も
た
ら

す
傷
病
が
疑
わ
れ
た
時
に
は
い
つ
で
も
救
急

医
を
中
心
と
し
たM

obile ICU

（
M
I
C
U
〈
ミ
ク
ー
〉
と
呼
称
し
て
い
る
）

の
チ
ー
ム
を
現
場
出
動
さ
せ
る
。
M
I
C
U

は
文
字
通
り
移
動
可
能
な
集
中
治
療
室
の
意

味
で
あ
り
、
本
邦
の
ド
ク
タ
ー
カ
ー
あ
る
い

は
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

S
A
M
U
は
M
I
C
U
を
約
1
0
0
0
台
保

有
し
て
い
る
。
パ
リ
の
M
I
C
U
チ
ー
ム
の

構
成
は
、
救
急
科
医
、
集
中
治
療
医
、
麻
酔

科
医
の
い
ず
れ
か
の
医
師
1
名
、
麻
酔
補
助

看
護
師
1
名
、
ド
ラ
イ
バ
ー
（
救
急
隊
員
有

資
格
者
）
1
名
を
原
則
と
し
て
い
る
。
現
場

で
、
生
命
危
機
的
な
問
題
の
評
価
、
原
因
検

索
と
診
断
、
病
院
収
容
前
の
的
確
か
つ
必
要

な
治
療
を
提
供
し
て
い
る
。
15
番
に
対
応
す

る
メ
デ
ィ
カ
ル
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

ー
は
、
公
立
病
院
の
敷
地
内
に
フ
ラ
ン
ス
全

土
で
1
0
6
（
1
県
に
1
か
所
）
設
置
さ
れ

て
お
り
、
コ
ー
ル
が
か
か
る
と
医
師
（
救
急

科
医
、
開
業
医
、
小
児
科
医
）
と
複
数
の
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
が
緊
急
度
判
定
を
行
い
、
前
述

の
M
I
C
U
の
現
場
派
遣
の
ほ
か
、
医
師
単

独
の
往
診
、
独
歩
で
の
受
診
の
勧
め
な
ど
、

迅
速
に
状
況
に
応
じ
た
装
備
を
有
し
た
手
段

を
提
供
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た

現
場
に
派
遣
し
た
M
I
C
U
チ
ー
ム
と
連
携

を
と
り
な
が
ら
、
傷
病
者
の
病
態
と
緊
急
度

に
最
適
な
病
院
の
選
定
を
行
い
、
搬
送
と
入

院
の
調
整
業
務
も
担
っ
て
い
る
。
後
述
す
る

テ
ロ
対
応
を
円
滑
に
実
施
で
き
た
の
は
、
こ

の
よ
う
に
日
常
的
に
病
院
間
調
整
業
務
を
統

括
的
に
実
施
し
て
い
る
組
織
が
あ
る
こ
と
に

因
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。

　
次
に
病
院
の
体
制
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
体
制
の
中
心
で
あ
る

S
A
M
U
は
全
国
組
織
で
あ
り
、
ど
の
地
域

で
も
標
準
化
さ
れ
て
い
る
が
、
イ
ン
ホ
ス
ピ

タ
ル
の
体
制
す
な
わ
ち
病
院
の
体
制
は
地
域

に
よ
っ
て
異
な
る
。
パ
リ
市
及
び
周
辺
地
方

（
人
口
約
1
2
3
0
万
人
）
で
は
他
の
地
域

と
異
な
り
、
パ
リ
公
立
病
院
連
合

（Assistance Publique H
ôpitaux de 

Paris
： 
A
P
H
P
）
が
同
地
域
内
の
38
の

公
立
病
院
（
民
間
病
院
で
あ
る
が
公
的
資
金

が
投
入
さ
れ
て
い
る
病
院
も
含
む
）
を
一
括

し
て
運
営
し
て
い
る
。
4
0
0
年
の
歴
史
を

有
す
る
A
P
H
P
は
、「
24
時
間
3
6
5
日

ど
の
よ
う
な
環
境
の
人
た
ち
も
平
等
に
受
け

入
れ
る
」
と
い
う
理
念
の
下
、
病
院
間
連
携

を
強
固
な
も
の
に
し
て
お
り
、
災
害
時
に
は

APHP Crisis Unit

と
称
し
て
、
病
院
群

全
体
で
10
万
人
の
医
療
従
事
者
、
2
万

2
0
0
0
ベ
ッ
ド
、
2
0
0
の
手
術
室
を
以

っ
て
対
応
す
る
。
こ
の
よ
う
に
日
常
的
に
病

院
群
で
運
用
し
て
い
る
点
も
、
後
述
す
る
テ

ロ
対
応
の
中
で
特
に
各
医
療
機
関
の
迅
速
な

大
量
の
傷
病
者
受
け
入
れ
の
実
現
に
大
き
く

寄
与
し
て
い
る
（
図
2
）。

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
災
害
対
応
計
画
と
し
て

病
院
前
災
害
対
応
計
画
（
赤
計
画
：
プ
ラ
ン

ル
ー
ジ
ュ
（
図
3
））
と
病
院
内
・
病
院
間

災
害
対
応
計
画
（
白
計
画
：
プ
ラ
ン
ブ
ラ
ン

（
図
4
））
を
策
定
し
て
い
る
。
プ
ラ
ン
ル
ー

ジ
ュ
は
、
近
年
は
「
プ
ラ
ン
N
O
V
I
」

（Plan de Secours N
om
breuses 
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Victim

es

：
多
数
傷
病
者
対
応
計
画
）
と

呼
称
さ
れ
て
い
る
。
イ
ン
シ
デ
ン
ト
が
発
生

す
る
と
、
S
A
M
U
、
消
防
等
関
連
諸
機
関

が
現
場
に
急
行
し
、
医
療
対
応
の
一
環
と
し

て
現
場
に
「
前
進
医
療
基
地
（
P
M
A
）」

を
設
営
す
る
。
P
M
A
は
傷
病
者
一
時
集
積

の
場
所
で
あ
り
、
医
療
チ
ー
ム
が
迅
速
に
必

要
に
応
じ
た
最
小
限
の
処
置
を
実
施
し
、
緊

急
度
に
応
じ
た
搬
送
手
段
で
病
院
搬
送
を
行

う
。
緊
急
度
は
絶
対
緊
急
（Absolute 

Em
ergency

：
A
E
）
と
相
対
緊
急

（Relative Em
ergency

：
R
E
）
の
2
類

型
で
あ
り
、
A
E
は
現
場
で
A
L
S
（
救
命

処
置
）
を
要
す
る
病
態
を
有
し
て
い
る
傷
病

者
で
、現
場
で
の
治
療
と
搬
出
が
優
先
さ
れ
、

M
I
C
U
チ
ー
ム
の
診
療
を
受
け
な
が
ら
病

院
に
搬
送
さ
れ
る
。
病
院
搬
入
時
に
は

I
C
U
ま
た
は
手
術
室
に
直
接
搬
送
さ
れ

る
。
R
E
は
現
場
で
待
機
あ
る
い
は
遅
れ
て

搬
送
し
得
る
病
態
を
有
し
て
い
る
傷
病
者
で

あ
り
、「
バ
イ
タ
ル
サ
イ
ン
を
み
と
め
な
い

外
傷
症
例
」
も
含
ま
れ
て
い
る
。
消
防
の
チ

ー
ム
に
よ
っ
て
病
院
の
E
R
に
搬
送
さ
れ

る
。
な
お
、
こ
の
2
類
型
に
基
づ
く
緊
急
度

は
現
場
治
療
後
に
再
評
価
さ
れ
る
。

　
加
え
て
近
年
の
テ
ロ
以
降
、
特
に
パ
リ
市

で
は
同
時
多
点
対
応
計
画
（
カ
マ
ン
ベ
ー
ル

プ
ラ
ン
）
が
策
定
さ
れ
て
い
る
。
骨
子
は
、

①
市
内
を
3
つ
の
セ
ク
タ
ー
に
分
割
し
、
各

セ
ク
タ
ー
を
同
じ
方
法
で
編
成
（
カ
マ
ン

ベ
ー
ル
チ
ー
ズ
を
切
り
分
け
る
よ
う
に
）

②
最
初
の
現
場
に
チ
ー
ム
の
集
中
投
入
を
し

な
い

③
た
だ
ち
に
現
場
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
チ
ー

ム
を
送
り
、
S
A
M
U
の
医
師
に
よ
る
現

場
評
価
に
基
づ
い
て
調
整
業
務
を
行
う

④
現
場
ト
リ
ア
ー
ジ
に
基
づ
き
、
A
E
の
傷

病
者
を
事
前
に
決
め
て
お
い
た
各
セ
ク
タ

ー
の
中
心
部
に
位
置
す
る
病
院
、
R
E
は

周
辺
部
に
位
置
す
る
病
院
に
搬
送

⑤
パ
リ
S
A
M
U
に
よ
る
メ
デ
ィ
カ
ル
レ
ギ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
傷
病
者
受
け
入
れ
病
院

へ
の
連
絡
調
整
等
）

⑥
テ
ロ
攻
撃
の
影
響
を
受
け
て
い
な
い
セ
ク

タ
ー
に
所
属
す
る
M
I
C
U
と
病
院
は
、

潜
在
す
る
事
態
の
悪
化
が
払
拭
さ
れ
る
ま

で
リ
ザ
ー
ブ

⑦
も
し
も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム

が
混
乱
し
て
も
、
全
て
の
チ
ー
ム
は
ど
こ

に
移
動
し
ど
こ
に
傷
病
者
を
搬
送
す
る
か

に
つ
い
て
事
前
に
決
め
ら
れ
た
プ
ロ
ト
コ

ル
に
従
う

で
あ
る
。

近
年
の
銃
撃
テ
ロ
に
よ
る
多
数
傷
病

者
発
生
時
の
現
場
診
療
の
考
え
方

　
銃
撃
テ
ロ
に
よ
る
主
た
る
病
態
は
穿
通
性

外
傷
に
よ
る
出
血
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
治

療
の
基
本
は
「
止
血
」
で
あ
り
、
病
院
で
の

根
本
的
な
止
血
術
ま
で
の
間
に
、
応
急
的
な

止
血
術
の
実
施
と
と
も
に
出
血
傾
向
の
増
悪

を
極
力
避
け
る
戦
略
が
不
可
欠
に
な
る
。
重

症
外
傷
の
予
後
を
不
良
に
す
る
因
子
と
し

て
、低
体
温
、ア
シ
ド
ー
シ
ス
、凝
固
障
害（
死

の
三
徴
〈deadly triad

〉）
が
よ
く
知
ら

れ
て
お
り
、
例
え
ばbloody vicious 

cycle

に
陥
っ
た
重
症
腹
部
外
傷
患
者
で

は
、
根
本
的
止
血
術
で
は
な
く
ダ
メ
ー
ジ
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
サ
ー
ジ
ャ
リ
―
が
選
択
さ
れ

る
。
近
年
S
A
M
U
は
、
こ
の
「
ダ
メ
ー
ジ

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
」
の
考
え
方
に
基
づ
く
現
場

治
療
戦
略
を
立
て
て
い
る
。
具
体
的
に
は
以

下
の
6
点
で
あ
る
。

①
外
出
血
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
（
四
肢
外
傷
を
対

象
に
し
た
積
極
的
な
タ
ー
ニ
ケ
ッ
ト
の
使

用
や
凝
血
促
進
剤
含
浸
ガ
ー
ゼ
の
使
用

等
）

②
輸
液
／
血
管
収
縮
薬
の
限
定
的
使
用（
低
血

圧
の
許
容（Perm

issive hypotension

）、

エ
ン
ド
ポ
イ
ン
ト
を
平
均
血
圧
60

m
m
Hg

、
意
識
レ
ベ
ル
改
善
と
橈
骨
動

脈
触
知
と
す
る
）

③
止
血
剤
静
脈
内
投
与（
ト
ラ
ネ
キ
サ
ム
酸
）

④
簡
易
化
し
た
気
道
・
呼
吸
管
理

⑤
低
体
温
の
是
正

⑥
外
傷
初
療
室
・
手
術
室
へ
の
直
接
搬
入

パ
リ
同
時
多
発
テ
ロ
に
お
け
る

医
療
対
応

　
2
0
1
5
年
1
月
7
日
に
シ
ャ
ル
リ
ー
エ

ブ
ド
本
社
ビ
ル
と
周
辺
2
通
り
で
銃
撃
テ
ロ

が
発
生
し
た
。
12
名
の
死
亡
者
、
8
名
の
傷

病
者
（
4
重
症
、
4
中
等
症
）
を
出
す
大
惨

事
と
な
っ
た
。
翌
日
と
翌
々
日
に
続
発
し
た

パ
リ
で
初
の
多
発
同
時
テ
ロ
攻
撃
に
よ
る
一

連
の
イ
ン
シ
デ
ン
ト
も
含
め
、
そ
の
医
療
対

応
に
お
い
て
特
筆
す
べ
き
こ
と
は
、
近
く
の

劇
場
に
迅
速
に
C
U
M
P
（
現
場
周
辺
で
の

簡
易
救
護
対
応
所
）
を
設
置
し
、
90
人
の
軽

傷
者
と
家
族
を
収
容
し
た
点
や
、
公
共
バ
ス

の
利
用
に
よ
る
病
院
へ
の
移
送
、
警
察
と
特

殊
部
隊
の
密
な
連
携
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
た

病
院
側
の
対
応
と
し
て
診
療
開
始
時
間
を
意

識
し
た
体
制
が
準
備
さ
れ
た
こ
と
も
重
要
で

あ
る
。
近
隣
の
外
傷
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
外

科
チ
ー
ム
が
10
分
以
内
に
手
術
可
能
な
よ
う

に
待
機
し
、
ま
た
現
場
に
は
S
A
M
U
が

E
C
M
O
や
移
動
胸
部
外
科
チ
ー
ム
、
ヘ
リ

チ
ー
ム
が
配
置
さ
れ
た
。

　
さ
ら
に
15
年
11
月
13
日
に
フ
ラ
ン
ス
の
パ

リ
市
街
中
心
部
と
郊
外
競
技
場
に
お
い
て
同

時
多
発
テ
ロ
が
発
生
し
大
惨
劇
と
な
っ
た
こ

と
も
記
憶
に
新
し
い
。
3
地
域
、
6
か
所
に

お
い
て
3
つ
の
テ
ロ
リ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
が
爆

弾
お
よ
び
銃
撃
に
よ
っ
て
テ
ロ
を
実
行
し

た
。
第
一
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
自
爆
テ
ロ
か

ら
第
三
の
グ
ル
ー
プ
の
銃
撃
開
始
ま
で
約
20

分
間
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
災
害
対
応

プ
ラ
ン
が
発
動
さ
れ
、
赤
計
画
に
基
づ
い
て

図4　プランルージュにおけるフランスのトリアージ

図3　フランスにおける多数傷病者に対する
　　　プレホスピタルケア “プランルージュ ”

図 1　日本（上）とフランス（下）の救急医療システム

図2

現場と医療機関到着時に実施

治療後再評価

AE：Absolute Emergency RE：Relative Emergency

Absolute Emergency Relative Emergency

・現場でALSを必要な傷病者
・MICUチームが診療・搬送
・治療と搬出を優先
・ICUへ直接搬入

・バイタルサインのない外傷例
・救急隊によるERへの搬送
・可能ならば待機または遅れて搬送

AE RE

Carli et al. Preposp Disaster Med 2003, 18 ;98-92
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パリ公立病院連合APHP
・パリ市および周辺地方（人口 1230万人）をカバーする公立病院群
　（38病院）を統括する公的機関
・400年の歴史
・理念：「24時間 365日どのような環境の人たちも平等に受け入れる」
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委員会名 平成 28年度事業計画

総
務
委
員
会

１．規約・施行細則等諸規定整備
２．各種会議の設定
　　二次医療圏支部長会議の開催
　　全国病院団体連絡協議会の開催
　　医療倫理懇談会の開催
　　地域医療構想のための構想区域会議
３．トップセミナー・幹部職員セミナー（経営塾）の開催
４．平成 29年度東京都予算要望
５．その他総務、庶務、調査事項
　・控除対象外消費税問題に関る調査・対応
　・協会事業の創設

経
理
委
員
会

１．事業予算・決算書作成
２．月度の会計監査
３．4半期ごとの予算遂行状況確認
４．必要に応じた補正予算作成
５．事務局ベア・賞与金額の検討算定

渉
外
・
広
報
・

会
員
組
織

委
員
会

１．会報紙発行（全 12号）
２．ホームページ運営・管理
３．会員・賛助会員入会促進活動
４．協会案内パンフレットの見直し
５．その他

教
育
倫
理

委
員
会

１．新入職員研修会
２．医療機関における犯罪被害者支援講習会
３．医道の倫理観について、医学水準についての講演会企画
４．その他

急
性
期
医
療
委
員
会

１．2次救急における質向上のための調査、啓発活動等
　　・高齢者の救急医療に関する問題点について、具体策の検討
　　・救急車適正利用に関する調査
　　・救急における「東京ルール」の検討、意見集約
　　・地域包括ケアにおける救急医療の関わりについての検討
２．東京都の新たな災害医療体制についての検討、意見集約
　　・東京オリンピックに向けたCBRNE災害対策の検討
３．救急医療および防災医療研修会の企画・開催
　　・「地下鉄等、公共交通機関側の災害対応」
４．平成 29年度東京都予算要望
５．東京都総合防災訓練参加
６．全日本病院協会　防災フォーラムへの協賛

慢
性
期
医
療
委
員
会

１．東京都地域医療構についての検討
　　・慢性期医療の都内完結に向けての検討
　　・回復期機能の検討
２．診療報酬改定による影響についての検討
３．医療療養病床の今後の役割についての検討
４．介護療養病床のあり方の検討
　・療養病床新類型に関する検討
５．地域包括ケアシステムへの取組
　・病院救急車の有効活用についての検討
６．地域包括ケア病棟の検討
７．研修会及びセミナーの開催
８．その他
　① 各医療・福祉団体（東京都社会福祉協議会、東京都介護老人保健

施設連絡協議会、東京都慢性期医療協会）、および行政との連携、
協議

　②地域格差の検討
　③平成 29年度東京都予算要望書作成

医
療
保
険
・
経
営
管
理

委
員
会

１．医療制度改革への対応、研究
　　・東京都地域医療構想策定に対する検討
　　・病床機能報告制度への対応について
２．医療・介護の推進のための基金への要望 
３．平成 28年度診療報酬改定への対応
４．療養病床の転換に関する要望
５．都内医療機関の医療従事者給与体系の情報収集と提供
６．経営管理に関わる事象を明確にとらえ、随時研修会を実施する。
７．診療報酬改定説明会（事務管理部会と共催）
８．平成 29年度東京都予算要望

委員会名 平成 28年度事業計画

診
療
情
報
管
理
委
員
会

１．診療記録の標準化：診療指標の評価を前提とした診療記録の検討
２．医療安全・質・情報に関する調査研究
３．管理体制の整備：DPCへの対応・DPCデータの活用 
４． 診療情報管理勉強会の指導・助言（医学知識の向上のための知識

付与・研修会開催）
５．NCD・がん登録への対応
６．回復期リハビリテーション病床のためのCI の普及推進
７．シリーズ講座「臨床医学勉強会」開催
８．上記事業に関する調査、研修会・講演会の企画と実施
９．その他

環
境
問
題

検
討
委
員
会

１．東京都医療廃棄物適正処理ガイドラインに基づいた環境活動の推進
２． 第15回医療から考える環境会議開催（都病協学会委員会セッショ

ンとして検討）
３．東京都地球温暖化対策計画書制度への参加促進と啓発活動
４．東京都地球温暖化活動推進センター事業への参加協力
５．環境マネジメントシステムの普及状況の把握
６．終末期医療をめぐる医療・生命倫理・環境について
７．水俣条約締結による廃棄物処理法改正への対応検討
８．スーパーエコタウン等見学会

医
療
機
能
評

価
受
審
推
進

委
員
会

１．日本医療機能評価機構　事業推進協議会への参画
２．機能評価受審促進研修会 (事務管理部会と共催 )
３．機能種別版評価項目による評価の普及啓発活動
４．その他

医
療
安
全

推
進
委
員
会

１．医療安全に関する研修会、セミナー等の実施
　　・医療事故調査制度について
２．病院の感染管理対策と環境整備
３．新型インフルエンザ・新興感染症対策
４．医療機能評価機構　医療安全情報の会員周知
５．平成 29年度東京都予算要望

部会名 平成 28年度事業計画

事
務
管
理
部
会

１．診療報酬改定の影響について
２．医療機関の労務管理
３．東京都の医療構想策定に対する検討
４．病床機能報告制度への対応について
５．職員ストレスチェックに対する検討
６．マイナンバー制度に対する検討
７．上記の活動等に伴う研修会の開催
　　・ストレスチェックの活用について
　　・マイナンバー制度への院内体制構築
　　・診療報酬改定届出説明会　　　　
８．東京都病院学会での部会セッション開催

医療事務担当者会事業計画
１．医療事務担当者の質の向上を図る。
２．医療事務担当者の情報交換
３．医療事務担当者研修会の実施
４．平成 28年度診療報酬改定後の対応

看
護
管
理
部
会

1．時宜に応じた説明会・研修会の実施
　　・医療安全研修会
　　・感染対策研修会
　　・看護ケアの実践に関する研修会（褥瘡、口腔ケア等）
　　・コミュニケーションに関する研修会
２．東京都病院学会において部会セッション開催
３．会員病院間の看護職交流会

平成 28年度事業計画

東
京
都
委
託
事
業

１．地域ネットワーク整備
　　・地域連絡研修会
　　・病院訪問支援
２．指導員検討会
３．院内感染対策全体講習会
４．情報提供（ホームページ）維持・更新
　　・相談窓口の開設と運用
５．その他

平成28年度事業計画

45
の
ド
ク
タ
ー
カ
ー
チ
ー
ム
が
現
場
出
動

し
、
消
防
、
警
察
、
軍
、
赤
十
字
な
ど
関
連

諸
機
関
と
連
携
し
て
対
応
し
た
。
現
場
死
亡

1
2
9
名
で
あ
っ
た
。

　

現
場
の
ト
リ
ア
ー
ジ
は
、
A
E
を
「
1
か

所
に
限
定
す
る
穿
通
性
胸
部
外
傷
」
ま
た
は

「
腹
部
外
傷
と
下
肢
外
傷
」
と
し
て
実
施
さ

れ
、
M
I
C
U
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
治
療
内
容

と
現
場
診
療
時
間
を
規
定
し
た
プ
ロ
ト
コ
ル

に
基
づ
く
プ
レ
ホ
ス
ピ
タ
ル
ダ
メ
ー
ジ
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
行
わ
れ
た
。

　

計
画
策
定
後
初
め
て
発
動
さ
れ
た
「
白
計

画
」
な
ら
び
に
カ
マ
ン
ベ
ー
ル
プ
ラ
ン
に
基

づ
い
て
、
S
A
M
U
の
レ
ギ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
り
セ
ク
タ
ー
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
各
病

院
に
5
〜
8
人
を
1
グ
ル
ー
プ
と
し
て
搬

送
、計
18
病
院
に
3
5
6
名
が
搬
送
さ
れ
た
。

あ
る
病
院
の
院
内
対
応
に
お
い
て
「
診
療
科

と
職
種
を
超
え
た
信
頼
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
明
ら
か
」
で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て

い
る
。
1
週
間
後
死
亡
率
は
1
・
3
％
で
あ

っ
た
。
課
題
に
医
療
従
事
者
を
含
む
安
全
対

策
と
情
報
伝
達
手
段
の
強
化
や
I
T
に
よ
る

傷
病
者
I
D
管
理
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性
を
挙

げ
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
パ
リ
の
経
験
を
共
有
し
た

上
で
、
総
じ
て
銃
撃
や
爆
傷
に
よ
る
テ
ロ
に

対
し
て
、
弾
力
的
対
応
（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）

が
要
求
さ
れ
、
現
場
か
ら
の
迅
速
な
救
出
が

極
め
て
重
要
で
あ
り
、
傷
病
者
集
積
は
ト
リ

ア
ー
ジ
、
現
場
治
療
、
搬
送
の
す
べ
て
に
お

い
て
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ

た
。
ま
た
、
ト
リ
ア
ー
ジ
の
手
法
を
極
力
簡

便
化
す
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
現
場
、

E
R
、
O
R
の
す
べ
て
に
お
い
て
ダ
メ
ー
ジ

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
概
念
が
必
要
で
あ
る
。
今

後
は
多
機
関
の
強
固
な
連
携
と
そ
の
実
効
性

を
保
持
の
た
め
の
実
践
的
な
訓
練
が
不
可
欠

で
あ
る
。
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会
長
に
就
任
し
た

際
、
す
ぐ
に
解
決
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思

い
立
っ
た
課
題
の
一
つ

が
、
病
院
団
体
の
統
一

で
あ
っ
た
。

　

私
は
も
と
も
と
「
病

院
は
医
療
の
先
兵
」
が
持
論
で
、
地
域
医
療

の
質
を
高
め
る
に
は
病
院
の
力
が
欠
か
せ
な

い
と
思
っ
て
い
た
し
、
病
診
連
携
を
ス
ム
ー

ズ
に
行
う
た
め
に
も
病
院
と
力
を
合
わ
せ
て

取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
考
え
て
い

た
。
実
際
、
東
京
都
医
師
会
副

会
長
に
中
野
病
院
院
長
の
菊
田

能
敬
先
生
、
病
院
担
当
理
事
と

し
て
多
摩
川
病
院
院
長
の
時
崎
謙
先
生
に
就

任
し
て
も
ら
っ
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
、
東
京
都
に
は
全
日
本
病
院
協
会
東

京
都
支
部
、
東
京
精
神
病
院
協
会
、
東
京
都

医
療
法
人
協
会
、
東
京
都
私
立
病
院
会
、
東

京
都
病
院
労
務
管
理
協
会
、
日
本
病
院
会
東

京
都
支
部
の
６
つ
の
病
院
団
体
が
あ
っ
た
。

そ
も
そ
も
組
織
と
い
う
も
の
は
バ
ラ
バ
ラ
に

な
っ
て
は
力
が
弱
い
。
団
結
で
き
る
も
の
な

ら
、
そ
ち
ら
の
ほ
う
が
力
は
発
揮
で
き
る

し
、
望
ま
し
い
。

　

病
院
団
体
が
６
つ
も
あ
っ
て
は
ま
と
ま
る

話
も
ま
と
ま
ら
な
い
。
な
か
に
は
１
人
で

２
、
３
の
団
体
に
入
っ
て
い
た
り
、
団
体
同

士
の
仲
が
悪
か
っ
た
り
と
、
あ
ま
り
良
い
状

況
で
は
な
か
っ
た
。

　

特
に
難
問
だ
っ
た
の
が
公
立
病
院
と
民
間

病
院
の
関
係
で
、「
公
私
合
体
」
が
何
と
し

て
も
必
要
だ
っ
た
。

　
「
公
」
の
代
表
者
で
あ
る
日
本
病
院
会
の

織
本
正
慶
会
長
と
「
私
」
の
民
間
病
院
団
体

の
代
表
者
が
懇
談
会
を
開
い
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
出
席
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
話
し
合

い
は
な
か
な
か
思
う
よ
う
に
進
ま
な
か
っ

た
。
業
を
煮
や
し
た
私
は
病
院
に
は
そ
れ
ぞ

れ
得
意
分
野
が
あ
り
、
そ
の
意
味
で
も
病
院

同
士
が
密
に
連
携
す
る
こ
と
は
患
者
さ
ん
に

と
っ
て
も
重
要
と
の
持
論
を
展
開
し
た
と
こ

ろ
、
織
本
先
生
が
非
常
に
共
鳴
し
て
く
れ
、

そ
こ
か
ら
一
気
に
話
が
進
ん
だ
。
ま
さ
し
く

「
急
転
直
下
」
で
、
多
く
の
人
に
不
思
議
が

ら
れ
た
。

　

一
本
化
に
向
け
て
実
務
を
担
っ
て
い
た
だ

い
た
の
が
、
現
会
長
の
河
北
博
文
先
生
と
、

初
代
会
長
を
務
め
た
荘
進
先
生
で
あ
る
。
荘

先
生
は
私
と
同
級
生
で
、
当
時
、
板
橋
で
産

婦
人
科
の
病
院
を
経
営
し
て
い
た
。
こ
の
少

し
前
に
心
筋
梗
塞
を
起
こ
し
て
い
た
が
、
何

と
し
て
も
会
長
就
任
を
依
頼
し
た
。「
俺
を

殺
す
気
か
」
と
も
言
わ
れ
た
が
、
私
も
「
君

が
出
な
け
れ
ば
ま
と
ま
ら
な
い
。
ど
う
し
て

も
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
初
代
会
長
へ
の
就
任

を
お
願
い
し
た
。

　

こ
う
し
て
１
９
９
７
年
、
東
京
都
病
院
協

会
が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　

荘
先
生
は
私
が
東
京
都
医
師
会
会
長
を
退

く
際
、
同
時
に
辞
任
さ
れ
、
河
村

栄
二
先
生
に
引
き
継
が
れ
た
。
そ

の
１
年
後
に
３
代
目
と
し
て
河
北

先
生
が
登
板
さ
れ
た
の
は
、
皆
様
も
ご
存
知

の
と
お
り
で
あ
る
。

　

東
京
都
病
院
協
会
は
現
在
、
東
京
都
医
師

会
と
二
人
三
脚
で
東
京
都
の
医
療
の
発
展
の

た
め
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
。
都
医
に

も
都
病
協
か
ら
副
会
長
１
人
、
理
事
２
人
が

参
加
し
、
地
域
医
療
構
想
な
ど
で
も
大
変
な

力
を
発
揮
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
こ
れ
こ

そ
、
私
が
追
求
し
つ
づ
け
た
体
制
で
あ
る
。

都
医
、
都
病
協
の
先
生
方
に
は
本
当
に
感
謝

し
た
い
と
思
う
。

病
院
団
体
を
一
体
化

　

 　
　

東
京
都
病
院
協
会
の
誕
生

第11回

私の医道
福井光壽

元東京都医師会会長

診
療
情
報
管
理
勉
強
会

シ
リ
ー
ズ
講
座
　
臨
床
医
学
勉
強
会（
9
）

「
泌
尿
器
科
疾
患
」

テ
ー
マ
：
泌
尿
器
科
医
の
診
る
病
気
〜
が
ん
、

結
石
、排
尿
障
害
を
中
心
と
し
て
〜

講
師
：
辻
井
俊
彦
先
生
（
東
京
都
立
大
塚
病

院
副
院
長
）

日
時
：
6
月
15
日
㈬
午
後
6
時
〜
8
時

会
場
：
東
医
健
保
会
館
（
J
R
信
濃
町
駅
、

徒
歩
5
分
）

対
象
：
職
種
限
定
は
な
し
。
ど
な
た
で
も
参

加
可
能

参
加
費
：
会
員
一
人
4
0
0
0
円
、
非
会
員

一
人
8
0
0
0
円
（
軽
食
付
き
・
会
場
で
申

し
受
け
）

定
員
：
80
名
（
定
員
を
超
え
た
場
合
の
み
事

務
局
か
ら
連
絡
）

内
容
：
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
診
断
・
治
療
手
技
を

説
明
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ
に
関
連
す
る
疾

病
の
講
演
。
今
ま
で
名
前
は
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
が
、
内
容
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
思
っ

て
い
る
事
務
・
コ
メ
デ
ィ
カ
ル
を
対
象
に
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
、
ど
ん

定
員
：
先
着
2
0
0
名
（
定
員
を
超
え
た
場

合
の
み
事
務
局
か
ら
連
絡
）

内
容
：
5
月
に
保
健
医
療
計
画
推
進
協
議
会

に
上
申
さ
れ
る
「
素
案
」
を
踏
ま
え
、
地
域

医
療
構
想
の
要
点
に
つ
い
て
、
そ
し
て
都
内

病
院
は
ど
の
よ
う
な
医
療
を
提
供
し
、
病
院

の
存
続
、
病
床
の
維
持
、
経
営
に
資
す
る
た

め
に
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く

べ
き
か
を
ご
講
演
い
た
だ
く
。
当
協
会
で
は

本
年
4
月
、
医
療
圏
ご
と
に
12
回
の
「
構
想

区
域
会
議
」
を
開
催
し
た
。
猪
口
正
孝
先
生

に
は
全
て
の
会
議
に
お
い
て
基
調
講
演
に
ご

登
壇
い
た
だ
き
、
そ
の
後
、
参
加
者
と
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
内
容
に
つ

い
て
も
お
話
し
い
た
だ
く
。

医
療
安
全
推
進
委
員
会
講
演
会

医
療
事
故
調
査
制
度
開
始
か
ら
半
年

を
経
過
し
て

テ
ー
マ
：
医
療
事
故
調
査
制
度
開
始
か
ら
半

年
を
経
過
し
て

講
師
：
平
子
哲
夫
先
生
（
厚
生
労
働
省
医
政

局
総
務
課
医
療
安
全
推
進
室
長
）

日
時
：
7
月
5
日
㈫
午
後
3
時
〜
4
時

会
場
：
東
医
健
保
会
館
（
J
R
信
濃
町
駅
、

徒
歩
5
分
）

参
加
費
：
会
員
一
人
4
0
0
0
円
、
非
会
員

一
人
8
0
0
0
円
（
当
日
会
場
に
て
申
し
受
け
）

定
員
：
1
0
0
名
（
定
員
を
超
え
た
場
合
の

み
事
務
局
か
ら
連
絡
）

内
容
：
平
成
27
年
10
月
1
日
の
医
療
事
故
調

査
制
度
施
行
か
ら
現
在
ま
で
の
経
過
を
踏
ま

え
、
改
め
て
医
療
機
関
の
対
応
と
今
後
の
展

望
に
つ
い
て
、
最
新
の
情
報
を
交
え
つ
つ
お

話
し
い
た
だ
く
。
制
度
の
運
用
に
際
し
て
、

院
内
体
制
の
更
な
る
充
実
の
た
め
に
、
医
療

機
関
が
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
べ
き
か
参
考

に
し
て
い
た
だ
け
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

な
病
気
を
対
象
に
し
て
い
る
の
か
、
わ
か
り

や
す
く
説
明
す
る
。

事
務
管
理
部
会
講
演
会

東
京
都
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

テ
ー
マ
：
東
京
都
地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て

講
師
：
猪
口
正
孝
先
生
（
東
京
都
地
域
医
療

構
想
策
定
部
会
部
会
長
）

日
時
：
6
月
13
日
㈪
午
後
6
時
〜
7
時
30
分

会
場
：
東
医
健
保
会
館
（
J
R
信
濃
町
駅
、

徒
歩
5
分
）

参
加
費
：
会
員
一
人
4
0
0
0
円
、
非
会
員

一
人
8
0
0
0
円（
当
日
会
場
で
申
し
受
け
）


